大社福人研発第 275号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和元年12月17日 
各所属長・施設長　様　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

大阪福祉人材支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  所    長 　　 徳　丸　　祥　子　　

（　公　印　略　）
　
	令和元年度　コミュニティソーシャルワークスキルアップ研修
【専門研修Ⅰ】CSW「実践連続講座（応用編）」のご案内


当センターの事業につきましては、格別のご協力を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、地域福祉の推進を担う福祉専門職のスキルアップを図るため、専門研修Ⅰとして標記「実践連続講座（応用編）」（全２回開催）を下記のとおり開催いたします。　
つきましては、業務ご多忙とは存じますが、該当職員の参加につきましてご配慮いただきますようお願い申しあげます。
１．趣　旨
地域課題や個別ニーズが複雑かつ深刻なケースが増える中、個々のワーカーの力量の高さはもとより、CSW全体のスキルアップにつなげていくためのリーダー（中堅職員以上、スーパーバイズ等）の機能が不可欠です。地域共生社会において、CSWには個別支援を地域支援に発展させ、要援護者を見守り・支えるボランティアグループの組織化や要援護者支援のための新たなサービス・仕組みの開発を通じたセーフティネット体制づくりの役割が、ますます重要となっています。
本連続講座では、概ね3年以上の相談業務の経験のある地域福祉コーディネーター（福祉専門職）を対象に（リーダーの役割を担っている）、個別支援から地域づくりを展開して行くうえで踏まえておくべきことを確認し、実践報告を通じて、その考え方や方法を学ぶことで、CSWとしてのスキルを高めていけるようにします。また、地域福祉のセーフティネット構築のため、CSWとしての相談援助や地域生活支援の展開と実践を深め、地域福祉を推進する視点を持ちながら、個別の事例を通して受講生同士で学び合い、CSWとしての明日からの実践に活かしていただくことを目的とします。
２．主　催　　　社会福祉法人　大阪府社会福祉協議会　大阪福祉人材支援センター　研修グループ
３．研修対象　　CSWとしてリーダーの役割を担っている職員、概ね３年以上の相談業務の経験のある地域福祉のコーディネーター（福祉専門職）又は、社会福祉の現場で、相談職として従事している職員
地域福祉のコーディネーター（福祉専門職）を対象とする　※下記を参照のこと

４．定　員　　３０名程度（先着順に受付いたします。）締切：１月22日（水）
※本研修は、先着順となります。定員に達した場合、申込期間中でもその時点で受付を締め切らせていただきます。
５．受講料　　７，０００円（受講決定通知にて、振込口座を指定いたします。）
※振込先等については、1月27日(月)までに送付する受講決定通知でご連絡させていただきます。

６．実施日時・会場　◇時間帯は、13:30～17:00（休憩含む）
	　　　
	日　　時
	会　　場

	第1回
	令和2年　2月　7日（金）
	大阪府社会福祉会館４０２

	第2回
	令和2年　2月20日（木）
	大阪府社会福祉会館５０３


　　　　　　　●大阪府社会福祉会館（大阪市中央区谷町７−４−１５）　
　　　　　　　　大阪メトロ谷町線、長堀鶴見緑地線「谷町六丁目」③番出口（徒歩約８分）
７．申込み、修了証について
●必ず２回連続での参加をお願いします。遅刻欠席なく2回の出席をされた方には、大阪福祉人材支援センター所長名で修了書を発行いたします。
  ●別紙「受講申込書」にご記入後、FAXもしくは当センターホームページの申し込みフォームよりお申込みください。http://www.osakafusyakyo.or.jp/kensyu-c/

　　　※配慮すべき事項と致しまして、手話通訳等必要な場合は下記に直接ご連絡ください。

８．内　容　
◆担当講師：武庫川女子大学　松端　克文　氏
◆実践報告者：社会福祉法人　阪南市社会福祉協議会　猪俣　健一　氏

	
	テーマ（予定）
	内容（予定）

	第1回
２/７
（金）
	・事例を通して学ぶ 
CSW の実際
	＊阪南市では、4つの社福法人に配置したCSWを統括する形で包括化推進員を置き、身近な拠点での出張相談と、市域全域での「丸ごと連絡会」を開催するなど、住民から専門職・行政までがつながり多領域にまたがる地域福祉システムを整備されています。
　これらはワーカーからボトムアップで作られており、こうした連携づくりや体制づくりのプロセスを聴き、点から線にそして面的な仕組みづくりをおこなうSVの視点や役割を学びます。

	第2回
２/２０
（木）
	・CSWとしての相談援助
・CSWとしての地域生活支援の展開と実践
	＊講義と事例の分析を通して、

・CSWとしての包括的な相談支援の実践についての
基本的理解
・職場内や地域の関係機関との連携・協働の方法
・個々の住民の支援から地域づくりへと展開していく上で、どのように地域課題を把握し集約して、新たな資源・しくみをつくっていく（サービスを開発していく）のか、CSWやリーダー的な役割を担う立場にある職員に求められる理論と方法について学びます。


９．問い合わせ先  大阪府社会福祉協議会　大阪福祉人材支援センター 研修グループ
（担当：金・井藤）（ＴＥＬ）06-6762-9035　（ＦＡＸ）06-6764-5149
· 研修の決定通知書をメールにて送付しますので、必ずメールアドレスをご記入ください。
（携帯メール不可）
	大阪府社協　研修


· 本研修は大阪府社協研修グループのホームページの申し込みフォームから申し込み可能です。ぜひご利用ください。

（ＦＡＸ）06-6764-5149　
令和元年度　ＣＳＷスキルアップ研修　 専門研修Ⅰ

CSW「実践連続講座（応用編）」の申込書

　令和　　年　　　月　　　日

大阪福祉人材支援センター所長　宛

	フリガナ
	
	職種名（役職名）

	氏名
	
	

	フリガナ
	

	法人名
	

	フリガナ
	

	施設名
機関名
	

	施設種別
	高齢・障がい・保育・児童・母子・救護・社協・行政・ＮＰＯ法人・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

	住所
	〒


	TEL
	
	FAX
	

	申込み
担当者名
	
	メールアドレス
	　　　　　　　＠

	相談援助に携わっている年数
（CSWの経験年数を含む）
	年　　　　　　ヶ月

	福祉関係資格状況
	1.社会福祉士　　2. 精神保健福祉士　　 3. 介護福祉士　 　4 .介護支援専門員
5.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	【研修志望動機】地域福祉コーディネーターとしてリーダーの役割を行いながら、日ごろ課題と感じていること、今回の研修を通じて、学びたいことや質問等があればご記入ください。



· 本申込書に記載された事項につきましては、個人情報保護等の規定に則り適正な管理を行い、
本研修実施に関する業務以外に使用することはいたしません。
いきいきネット相談支援センターのコミュニティソーシャルワーカー　＋


地域包括支援センターの相談員、社会福祉協議会の相談員、社会福祉施設の総合生活相談に従事する相談員（社会貢献・地域貢献）、隣保館等で総合生活相談に従事する相談員、障がい者相談支援事業所の相談員、市町村行政・地域福祉担当の職員　等
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